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本
市
で
は
、
市
内
に
立
地
す
る
山
口
大
学
、
山
口
県
立
大
学
、
山
口
学
芸
大
学

お
よ
び
山
口
芸
術
短
期
大
学
と
包
括
的
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
が
進
む
中
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
の
み
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
大
学
や
企
業
と
い
っ
た
、
多

様
な
主
体
と
連
携
す
る
、
公
民
連
携
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
市
内
の
大
学
や
企
業
等
と
の
連
携
協
定
の
締
結
や
産
学

金
官
が
一
体
と
な
っ
た
「
や
ま
ぐ
ち
地
域
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
設
置
、

企
業
人
材
の
受
け
入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
連
携
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
社
会
課
題
の
解
決
等
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

公
×
民
で
つ
く
る

「ず
っ
と
元
気
な
山
口
」

　
本
市
に
は
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
が
集
積
し
、
多
く
の
学
生
が
学
び
、
生
活
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
「
学
都
山
口
」
の
特
性
を
生
か
し
、
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
人

材
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
の
解
決
や
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出

大
学
等
と
の
連
携

　
市
内
の
大
学
や
産
業
界
、
金
融
機
関
、
本
市
で
構
成
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
地
域
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
令
和
4
年
度
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、
地
元
企
業
や
大
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
若
者

等
の
参
画
に
よ
る
、市
内
の
に
ぎ
わ
い
や
交
流
創
出
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
令
和
６

年
度
か
ら
、
山
口
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な

り
、
本
市
が
ク
リ
ス
マ
ス
市
と
な
る
12
月
に
、

中
心
商
店
街
に
お
い
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
内
事
業
者
や

商
店
街
の
店
舗
と
一
緒
に
、
市
内
の
大
学

生
も
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
補
助
や
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン

ス
や
演
劇
な
ど
の
披
露
、
ク
リ
ス
マ
ス
ら

し
い
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
等
の
販
売
、
子

ど
も
向
け
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
１
万
８
千
人
が
来
場
し
、
市
内
事
業
者
や
大
学
生

な
ど
の
若
者
の
参
画
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
や
交
流
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
は
、
大
学
生
に
「
若

者
目
線
で
、
地
域
資
源
の
再
発
見
」
を
テ
ー

マ
に
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
、
山
口
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
「
や
ま
ぐ
ち
ゃ
ん
ね
る
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
に
は
、
学
生
主
体
の
コ
ン

テ
ス
ト
「
Ｙワ
イ
ワ
ン
‐
１
大
学
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
大
学
生
か
ら
、「
観
光
」

「
歴
史
」「
市
政
」
等
の
テ
ー
マ
で
、
計
33

本
の
動
画
を
応
募
い
た
だ
き
、「
や
ま
ぐ

ち
ゃ
ん
ね
る
」
に
掲
載
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
各
テ
ー
マ
の
再
生
回
数
が
多
か
っ

た
動
画
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
上
映
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
民
連
携
推
進
室
で
は
、従
来
の
連
携
の
取
り
組
み
に
加
え
、

企
業
等
か
ら
の
提
案
を
一
元
的
に
受
け
付
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
設
置
や
、
成
果
連
動
型
民
間
委
託
契
約
の
手
法
を
用
い

た
実
証
事
業
の
実
施
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
市
民

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
等
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
な

ど
、
公
民
連
携
の
新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
民
連
携
推
進
室
を
設
置
し
、

　
　

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

公
民
連
携
推
進
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
８

問問

学
生
に
よ
る
ま
ち
の
魅
力
発
信

▲動画の閲覧
はこちらから

　
学
生
た
ち
は
、
動
画
制
作
を
通
し
て
、
若
者
目
線
で
幅
広
い

世
代
へ
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
本
市
の
魅
力
を
再

認
識
し
、
本
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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message.

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

      

と
の
取
り
組
み

ふ
る
さ
と
納
税

　
本
市
は
、令
和
５
年
度
に
株
式
会
社
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
市
内
の
公
立
小
中
学
校
延
べ
19
校
で
、

「
〝届
け
よ
う
、服
の
チ
カ
ラ
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

児
童
・
生
徒
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ
の
社
員
か
ら
服
の
持
つ
力
や
難
民
問
題
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
着
な
く
な
っ
た
服
を
回

収
し
、
難
民
や
避
難
民
な
ど
に
届
け
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
社
会
課
題
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、「
身
近
に
参
加
で
き
る
社

会
貢
献
活
動
を
知
る
」
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
お
り
、地
域
の
方
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
の
服
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
ク
ロ
女
子
陸
上
部
の
選
手
に

よ
る
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
も
市
内
の
小
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。
選
手
か
ら
、
学
年
や
発

達
段
階
に
応
じ
た
走
り
方
の
こ
つ
を
直
接
教

わ
る
こ
と
で
、
児
童
が
体
を
動
か
す
楽
し
さ

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
内
の
企
業
と
児
童

の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
と
の
連
携

本
市
で
は
、
教
育
、
福
祉
、
防
災
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て
、
市
内
外
の
企

業
等
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
協
働
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
な
ど

の
国
の
企
業
人
材
派
遣
制
度
等
を
活
用
し
、
一

定
期
間
、
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社
員
の
方
々

に
、
市
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
企
業
人
材
を
職
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
外
部
の
視
点
や
専
門
的
な
知
見
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
本
市
の
課
題
解
決
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
５
社
か
ら
企
業
人
材
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
農
山
村
エ
リ
ア
の
活
性
化
や

防
災
、
デ
ジ
タ
ル
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
支
援
し

た
い
事
業
や
取
り
組
み
等
に
寄
附
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、「
文
化
財
保
護
」
と
「
動
物
愛
護
」
の
分
野
に
お
い
て
、
寄
附
金
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
、
寄
附
の
際
に
指
定
さ
れ
た
特
定
事
業
の
支
援
に
活
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
の
方
も
寄
附
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。（
返
礼

品
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

企
業
か
ら
の
専
門
人
材
の
派
遣

　
高
齢
者
を
対
象
に
、
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
生

活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
社
会
参
加
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
実
証
事
業

を
、
株
式
会
社
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ラ
ニ
ン
グ
と
令
和
7
年
度
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
市
内
の
企
業
と
協
力
し
、
高
齢
者
向
け
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
る
教
室
な
ど
の
開
催
や
、
こ
う
し
た
教
室
で
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
無
料

体
験
会
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
令
和
12
年
11
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
実
証
事
業
の
運
用
に
は
、
新
た
な
公
民
連
携
の
手
法
と
し
て
「
成

果
連
動
型
民
間
委
託
契
約
（
Ｐ
Ｆ
Ｓ
）
※
」
を
用
い
て
お
り
、
市
内
事
業
者
の
新

サ
ー
ビ
ス
創
出
等
に
よ
る
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も
図
り
ま
す
。

※
社
会
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
事
業
に
お
い
て
行
政
が
解
決
の
指
標
を
設

け
、
そ
の
達
成
度
に
応
じ
て
委
託
事
業
者
に
報
酬
を
支
払
う
も
の
で
す
。

山
口
市
ず
っ
と
元
気
・

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

文化財を保護し、歴史・文
化の継承に取り組みます。

飼い主のいない猫の不妊・
去勢手術費を助成し、動
物愛護に取り組みます。

　
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
る
中
、
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
社

会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
企
業
や
大
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と

の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
多
様
な
主
体
と
連
携
・
協
力
し
、
地
域
課
題
解
決
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、新
た
な
事
業
機
会
の
創
出
等
を
図
る
こ
と
で
、市
民
、

企
業
等
が
ず
っ
と
元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 公

民
連
携
で
進
め
る

   

「ず
っ
と
元
気
な
山
口
」
の
実
現

▲令和6年度に白石中学校で実施した「“届
けよう、服のチカラ ”プロジェクト」の様子

▼
日
時

2
月
21
日
（
土
）
９
時
30
分
〜
14
時

▼
場
所　
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
（
湯
田
温
泉
五
丁
目
2
‐
15
）

▼
内
容　
体
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
脳
ト
レ
や
ス
マ
ホ
教

　
　
　
　
室
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
な
ど
、
生
活
や
趣
味
に
役
立　

　
　
　
　
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
費
用　
無
料

※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す
！

▲詳細はこ
ちらをご確
認ください

▲令和7年度に佐山小学校で実施したラ
ンニング教室の様子

▲連携協定を
締結している
企業一覧はこ
ちらをご確認
ください

企業からの人材派遣状況（令和7年12月時点）
派遣元企業名 派遣者名 主な活動内容 着任日

株式会社アイシン 後藤　浩次 阿東地域の課題解決 R5.9.1

株式会社JTB 眞田　直也 観光客誘致 R7.4.1

中森農産株式会社 中田　紘平 阿東地域の農業振興 R7.4.1

NTT西日本株式会社 藏重　毅 スマートシティの推進 R7.7.1

KDDI株式会社 中村　映文 防災ＤX・観光ＤX R7.11.1

▲地域課題の一つである、草刈りの作
業負担軽減のため、派遣者が各種実証
を進めるリモコン草刈機
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

UBE現代日本彫刻展2027
応募模型展

山陽小野田市ふるさと文化遺産
「コーストウォーク」登録記念
企画展「本山半島の歴史」

山陽
小野田 宇部 梅まつり防府

防府天満宮の境内には、し
だれ梅や紅白梅など約16種
類 1,100本の梅の木があり
ます。開花時期に合わせてさ
まざまな行事を行います。
期間   2月15日（日）～3月1日（日）
場所   防府天満宮（松崎町14-1）ほか
問 防府天満宮 ☎ 0835-23-7700

2027年秋開催のUBE現代
日本彫刻展2027に向けて、
世界中から寄せられた野外
彫刻模型を公開します。
期間   2月 8日（日）～3月8日（日）
場所   ときわ湖水ホール（沖宇部254）
問 宇部市文化振興課
☎0836-34-8562

山陽小野田市ふるさと文化
遺産「コーストウォーク～
海岸線からみる情景～」が
令和 7年 5月に登録された

当館が所蔵する、鷗外から
志げに宛てた数多くの書簡
を中心に、鷗外と志げとの
関係をたどります。
期間   2月17日（火）～4月26日（日）
問所 森鷗外記念館（町田イ238）

　☎ 0856-72-3210

萩・椿まつり秋吉台山焼き 数々の書簡からたどる
鷗外の妻・志げ～没後90年～美祢 萩 津和野

例年２月中旬から３月下旬
ごろ、約 25,000 本のヤブ
ツバキが花を咲かせます
期間   2月 21日（土）～3 
　月22日（日）
場所   笠山椿群生林（椿東越ヶ浜虎ヶ崎）
問 萩・花ごよみ実行委員会事務局（萩
市観光課内）☎0838-25-3139

秋吉台に春を呼ぶ風物詩「山
焼き」は、100年前から続く、
日本最大規模の山焼きです。
日時 2 月 11日（水・祝）

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

ことを記念し、開催するものです。
期間   2月6日（金）～ 3月24日（火）
問所 山陽小野田市歴史民俗資料館
（栄町9-21）☎ 0836-83-5600

場所 秋吉台国定公園（秋芳町秋吉
11237-862）

問 秋吉台山焼き対策協議会
　☎ 0837-52-1115

212121
地
域
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

維
新
の
志
士
た
ち
も
訪
れ
た
名
湯
・

湯
田
温
泉
は
、
県
内
最
大
の
宿
泊
拠
点

と
し
て
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
お

迎
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
オ
ー
プ

ン
し
た
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
は
、

市
民
と
観
光
客
の
新
し
い
出
会
い
と
憩
い

の
場
に
な
る
な
ど
、
湯
田
地
域
は
、
地

域
住
民
、
訪
れ
る
人
々
、
双
方
に
と
っ
て

心
温
ま
る
場
所
と
し
て
、
そ
の
魅
力
を
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
中
学
校
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
Ｖ
Ｓ
活
動

※

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
活
動

(
他
者

や
社
会
の
た
め
に
自
ら
気
付
き
、
考
え
、

実
行
す
る
活
動
)

次回は仁保地域に
　　　　　リレーします！　　　　市内各地域の情報が掲載された 「地球の歩き方　山口市」 も販売中。

◆
Ｖ
Ｓ
活
動
か
ら
広
が
る

　
地
域
の
絆
◆

個
性
豊
か
な
市
内

個
性
豊
か
な
市
内
2121
の
地
域
。

の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

湯
田
地
域

vol.3

問問

▲湯田温泉の足湯の清掃

▲一緒に活動することで地域
の絆が深まります

毎
年
夏
と
秋
の
2
回
、
湯
田
中
学
校

の
生
徒
と
地
域
の
方
々
が
、
Ｖ
Ｓ
活
動
で

足
湯
や
公
園
等
の
清
掃
に
汗
を
流
す
光
景

は
、
地
域
で
は
お
な
じ
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
で
は
、
「こ
こ
は
草
取
り
が
中
心
」

「足
湯
は
タ
ワ
シ
で
磨
く
」
な
ど
詳
細
な
記

録
が
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
確
実
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｓ
活
動
は
、
「
湯

田
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
学
校
・
地
域
共
通
の
願

い
と
、
生
徒
の
主
体
性
が
両
輪
と
な
っ
て
、

約
20
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根
付

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
地
域
か
ら
の

「
手
伝
っ
て
」
の
声
に
機
動
的
に
対
応
す

る
た
め
、中
学
生
有
志
に
よ
る
Ｖ
Ｓ
Ｃ
(ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ブ
)
も
組
織

さ
れ
、
地
域
の
運
動
会
や
お
祭
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
中
学
生
が
関
わ
り
、

世
代
を
超
え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆

を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
す
。

「
中
学
生
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
元
気
が
出
る
」
と
い
う
声
や

「湯
田
温

泉
を
旅
行
中
、
中
学
生
の
あ
い
さ
つ
が
大

変
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と
い
う
手
紙
が
届

く
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
活
動
が
地
域
の
魅

力
を
大
き
く
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
合
唱
団
団
長
を
務
め
る
６
年
生
の
関
谷

美
里
さ
ん
は
「
練
習
を
頑
張
り
、
絶
対
に

金
賞
を
取
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
大
会

に
臨
ん
だ
の
で
、
金
賞
を
取
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
地
域
の
皆

さ
ん
に
私
た
ち
の
合
唱
を
聞
い
て
も
ら
え

る
機
会
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
と
今

後
の
目
標
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

嶋
壽
教
育
部
次
長
は
、「
歴
史
あ
る
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
と
い
う
優

秀
な
成
績
を
2
年
連
続
で
受
賞
さ
れ
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
先
生
や
ご
家

族
な
ど
、
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
だ
さ
る

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
こ

の
た
び
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
一
生
の
宝

物
と
し
て
今
後
の
人
生
に
生
か
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
ま
し
た
。

問問

学
校
教
育
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
２

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ
る

の
で
、
山
口
に
訪
れ
た
方
に
も
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
こ
れ
ま
で
の
努
力
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

問問

南
部
農
林
振
興
事
務
所
☎
０
８
３
‐

９
７
３
‐
２
４
５
７

　
「
第
78
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
小
学
生
部
門
」
に
お
い
て
、
良
城
小

学
校
合
唱
団
が
2
年
連
続
と
な
る
金
賞
を

受
賞
さ
れ
た
報
告
の
た
め
、12
月
22
日（
月
）

に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
栗
に
勝
る
」
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た

か
ぼ
ち
ゃ
、
阿
知
須
く
り
ま
さ
る
は
、
糖

度
13
度
以
上
の
強
い
甘
み
と
栗
の
よ
う
な

ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
が
特
長
で
す
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
阿
知
須
く
り
ま
さ
る

の
中
で
も
、
３
㎏
以
上
の
大
玉
で
外
観
秀

麗
な
も
の
を
阿
知
須
く
り
ま
さ
る
「
極
」

と
し
て
、
1
玉
ず
つ
化
粧
箱
に
詰
め
て
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全
生
産

量
の
0.4
％
と
い
う
希
少
な
逸
品
と
な
り
ま

し
た
。

　
阿
知
須
く
り
ま
さ
る
「
極
」
の
初
出
荷

に
伴
い
、
阿
知
須
露
地
野
菜
部
会
長
兼
阿

知
須
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
組
合
長
の
松
﨑
繁
秋

さ
ん
ら
が
、
12
月
12
日
（
金
）
に
市
長
を

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
﨑
組
合
長
は
「『
極
』
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
を
作
っ
た
こ
と
が
、
生
産
者
の
気
持
ち

の
高
揚
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

2
人
の
新
規
就
農
者
を
迎
え
る
こ
と
も
で

き
た
。
今
後
も
生
産
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
阿
知
須
く
り
ま
さ
る
は
、ど
ん

な
料
理
に
も
合
う
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
農
産
物
を
し
っ

か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
山
口
デ
ス

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

阿
知
須
く
り
ま
さ
る

「極
き
わ
み

」
初
出
荷

に
伴
い
、
阿
知
須
か
ぼ
ち
ゃ
生
産

組
合
長
ら
が
市
長
を
表
敬
訪
問

TOPICS

▲良城小学校合唱団の皆さんによる合唱

▲ 「極」 を手にする市長 （左） と阿知須

かぼちゃ生産組合の松﨑組合長 （右）

良
城
小
学
校
合
唱
団

「
第
78
回

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
小
学
生
部
門
」
金
賞
受
賞

表
紙
の
写
真

問

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

未
来
へ
羽
ば
た
く
若
者
た
ち

　

表
紙
の
写
真
は
、「
令
和
8
年
山
口
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
」
の
様
子
で
す
。
人
生

の
節
目
を
迎
え
た
方
々
を
お
祝
い
す
る

と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
山
口
」
を
誇
り

に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
家
族
や
友
人
等
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
歩
む

道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
ど
こ
に
い
て
も
、
こ
の
地

で
培
っ
た
力
や
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
人

生
を
支
え
る
大
切
な
財
産
と
な
る
は
ず

で
す
。

　
ど
う
か
自
分
ら
し
く
、
堂
々
と
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
つ
か
皆

さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
成

長
し
た
時
、
再
び
こ
の
ま
ち
に
新
し
い
風

を
吹
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。　

　
「
ふ
る
さ
と
山
口
」
は
、
こ
れ
か
ら
花

ひ
ら
く
皆
さ
ん
の
人
生
の
土
台
で
あ
り
、

い
つ
ま
で
も
応
援
団
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲小雪の舞う中、再会を
喜ぶ二十歳の皆さんの熱
気で、会場は大いに盛り
上がりました。
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イベントカレンダー2
月

2/14（土）～ 3/30（月）2/13（金）～ 15（日）
ふぉとくらむ写真展　
山口の写真家達

所所 問問

☎ 083-934-3312
山口市菜香亭

2/15（日）

2/14（土）

ミニ講座 「屏風をたのしむ」

当館所蔵の屏風を、通常の
蛍光灯とろうそくのような
やわらかい明かりで照らし、
その見え方の違いを比較し
ながら鑑賞します。

れきみんファミリーデー

毎月第３日曜日は、れきみ
んファミリーデー！
子ども向けギャラリートー
クや昔のくらしを体験でき
ます。2 月のテーマは「炭
火アイロン・火鉢」です。

所所 歴史民俗資料館問問

☎ 083-924-7001

山口のカメラ好きによる、
組み写真での写真展です。
個性の違いを楽しんでいた
だければ幸いです。

開催中のイベント

3/30（月）まで

山口の幕末の偉人
5人をさがせ！

館内に設置された、5 問の
“ なぞとき ”に挑戦して、「山
口の幕末の偉人 5人」のミ
ニパネル 5枚を見つけ出し、
各パネルに示された文字を
1文字ずつ集めてキーワー
ドを完成させてください。
オリジナルグッズをプレゼ
ントします。

所所 十朋亭維新館問問

☎ 083-902-1688

萬代家コレクションで楽しむ
春夏秋冬

萬代家コレクションの中か
ら、季節を感じさせる書画
や茶器・食器等をよりすぐっ
て紹介します。

所所 十朋亭維新館問問

☎ 083-902-1688

所所 歴史民俗資料館問問

☎ 083-924-7001

2/21（土）
あぐまるやまぐち

やまぐちの新鮮で旬な野菜
や、さまざまな加工品を生
産者から直接購入できるマ
ルシェイベントです。

所所 平成公園（小郡平成町4-1）
※荒天時は新山口駅北口駅    
   前広場にて開催します
農業振興課問問

☎ 083-934-2817

木菟（ミミズク）形香炉

  

２
０
２
６
年
も
早
い
も
の
で
ひ
と
月
が
過

ぎ
、
新
し
い
春
の
始
ま
り
と
さ
れ
る「
立
春
」

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
月
の
11
日
に
開
催
し
た
今
年
の「
山
口

市
二
十
歳
のつ
ど
い
」
の
対
象
者
は
、
新
市

が
誕
生
し
た
平
成
17
年
度
生
ま
れ
の
方
で
、

新
市
と
同
じ
く
20
年
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

皆
様
を
お
祝
い
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変

感
慨
深
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

晴
れ
て
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
は
、

こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
け
進
ん
で

行
か
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
ふ

る
さ
と
山
口
の
地

で
家
族
や
地
域
の

皆
様
な
ど
か
ら
注

が
れ
た
愛
情
を
忘

れ
ず
、いつ
ま
で
も

「
自
分
ら
し
さ
」
を

持
ち
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
市
発
足
20
年
を
迎
え
た
本
市
に
お
い

て
も
、
本
年
は
、
合
併
モ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く

り
か
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
モ
ー
ド
への

移
行
を
図
る
年
と
し
て
い
ま
す
。
二
十
歳
の

皆
様
と
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
様
に
感
謝
を
い
た
し
な
が
ら
、

自
然
や
歴
史・
文
化
な
ど「
山
口
ら
し
さ
」
全

開
の
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
長

二
十
歳
の
つ
ど
い

©りおた

共に共に
歩む歩む


